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I I I . 将来構想を交えた現状の問題点と将来展望

所轄官庁の 立場から

山崎 理

新潟県福祉保健 部医薬国保課

昨今の 救急医療を取り巻く背景と して ,
三次担

当機 関 へ の 患者の 穀到
,
特定分野 (小児科 , 精神

科等) の 救急需要の 増大等に加 え, 搬送途上の 医

療需要の 変化が挙げられる . 救急救命j-: 業務の 拡

大を視野に 人れ,
地域 で の メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ

ー

ル 体制 の 整備が求め られる 中
,
交通体系の 発達

,

搬送可能範囲の 広域化, 市町村合併の 進展等を視

野に 入 れた広城 的な調整 の 必要性 が増大 して い

る . 救急医療を担う マ ンパ ワ
ー の 量的 ･ 質的充実

は当然必要である が
,
｢イ本制+ と して 充実するた め

には
,
必要 な調整 を行 っ て い か なければな らず,

こ の 点で 行政の 役割 が大き い と認識 して い る . 本

県に お い て は ,
平成 1 5 年度に 県 レ ベ ル の メ デ ィ

カ ル コ ン ト ロ ー ル 協議会を-;/
A

. ち1 げた い と考 えて

おり
,
平成 1 4 咋度 は その 準備会議的な位置づ け

と して ｢ 新潟 県メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ
ー

ル 研究会+

を設置 し
,
既 に第 1 回会議を開催済で ある . 引き

結 き関係 各位の 主体的 な 協力をお願 い 申 し上 げ

る .

I V . 病院実習に関する県下統一基準の方向性をさ

ぐる

本多忠幸

新潟大学大学院区画学総合研究科

救命救急医学分野

救急救命士 ( 救命士) の 病院実習 に は ,
養成課

程中の 病院実習
,
就業前病院実習

,
生涯教育の た

め の 病院実習があげられる . 中で も生涯教育の た

め の 病院実習は
,
救命士 に と っ て習得 した柁術の

検証と 向ーL , さらに医療機関との 連携をは か る た

め に重要で あり,

-

I

)i: 期間ごと に 行う必要もある .

し か しなが ら
, 厳し い 勤務態勢の 中で仕事を離れ

I

)i7 期的に 病院実習を行う こ と は難 しい . こ の た め

必要最小限の 時間および内容が 求め られる .

平成 1 3 咋に 発表 された ｢救急業稗 の 高度 化の

推進に つ い て+ で は, 病院実習 による再教育時間

を 2 年間 1 2 8 時間と して い る . 東京消防J干で は自†

能な数字 で ある が ,
新潟県で は努力目標と い える .

実習内容は
,
救命士病院実習ガイ ドライ ンに基づ

い たもの で 十分と ,

u
Ll
]
, われる . 実習病院と して は

,

新潟県で は
,
3 救命救急 セ ン タ ー と 二 次医療圏病

院群 に お い て 行 うの が適 切と思われる .
し か し

,

二 次医療圏柄院群 に勤務する医師の 救急医療に対

する意識の 低さある い は円筒業務の 多さか ら
,
実

際 に救命士を指導 で きる 医師の 絶対的不足が問題

と なる .

こ の 他,
実習病院先の 財政的補助の 必要件 や救

命士 に 対する再教育の 義務化など検討 しな ければ

ならな い 問題は山積み で ある . も っ とも大 きな問

題は
,
こ の よう な問題を検討する揚が な い と い う

こ と で ある . 新潟県メ ディ カル コ ン ト ロ ー ル 協議

会がや っ と設置されようと して い る . 今後に期待

した い .


